
- 1 - 

ヘレン・カルディコット医学博士 記者会見文

字起し 

 

【プロフィール】 

 1938 年、オーストラリア・メルボルン生まれ。

ハーバード大学の小児科でも教鞭をとり、２万

3,000 人の医師を擁する Physicians for Social 

Responsibility（社会的責任を果たす医師団）

の創立会長となる。 

 その傘下組織「International Physicians for 

Prevention of Nuclear War（IPPNW）核戦争防

止医師会議」は、ノーベル平和賞を受賞。自身

もノーベル平和賞候補になった。著書に「狂気

の核武装大国アメリカ」（集英社新書）、「Nuclear 

Power Is Not the Answer to Global Warming or 

Anything Else（原子力は温暖化への解答ではな

い）」など。また、スミソニアン博物館は、カル

ディコットを 20 世紀で一番影響力のある女性

の一人と評している。 

 

◇ 

 

 皆様ありがとうございます。 

 

 私は医師として、また特に子供たちを診る立

場の小児科医であったという立場から、本日は

福島の事故の医療的な側面から影響についてお

話を申し上げたいと思っております。 

 

 福島は人類の歴史上最悪の産業事故です。極

めて深刻な事故で３つの炉のメルトダウンがお

こるという、人類史上初の３連続のメルトダウ

ン事故でした。とにかく莫大な量の放射性物質

が放出されました。 

 

 そしてひとつ幸運だったことは最初の数日間、

風が西から東にふいて、つまり太平洋に向かっ

てふいていたことです。そのあと風向きが北西

方向に変わり、日本の南の方向にまで向かって

放射性物質が拡散していくということがおきま

した。そしてその間、日本政府は放射性物質の

拡散についてＳＰＥＥＤＩというシステムをも

っていて、拡散の状態の評価があったにもかか

わらず、パニックを避けるためというような理

由で、国民に情報を与えることをしませんでし

た。ですから中には最も放射線の高かった方向

へ向かって逃げた人が出てしまいました。 

 

 私自身、チェルノブイリ事故の推移をずっと

そのあとを追って緊密に見てきましたけれども、

その中で私が言えるのは、ロシア人の人たちと

いうのは、ロシアの国は日本に比べるともっと

積極的に人を移動させる、避難させるというこ

とに取り組んだと思います。国民を守るために

そのような行動をロシアの方がとったというこ

とを私は感じます。 

 

 日本の政府も、それから東京電力も理解して

いないことは、子供たちというのは放射性物質

に対する感受性が大人の 10 倍～20 倍とあると

いうことです。放射線被曝に由来するガンにか

かるリスクということで、子供の中でも男の子

と女の子を比べた場合には、女の子の方がリス

クは２倍になります。 

 

 そして成人と比べて胎児と比較してみると、

胎児の方がそのリスクは 1000 倍～何千倍とい

うリスクの高さになります。 

 

 そして福島の地域 200 万人の人がいて、福島

市という放射線が高いんですが、その地域に 25

万人の人口が住んでいる、私は日本政府が子供

たちを線量の高い地域に住まわせ続ける、住む

ことを許しているということに非常な驚きを禁

じ得ません。チェルノブイリの場合は同じレベ

ルの汚染地域から子供たちを避難させました。

私は日本政府、日本の国が、東京電力や原子力

産業から強い影響を受けたり、あるいは場合に

よってはコントロールされるというような状況

にあることを知っております。 

 

 そしてまた政治家の皆さんというのは、医療
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的な側面や科学的なものに対しての知識があま

り深いところまでお持ちではありません。 

 

 とくに福島県、とくに線量の高い地域にいる

子供たち、妊婦、それから子供を産む、出産が

できる年齢の方々、そういった方々が高線量地

域にいるということは、医療的な側面から見て

非常に極めて深刻な問題です。 

 

 そして子供たちは一生、今後の人生を生きて

いく中でガンになる可能性が出てくるわけです

が、ガンというのは潜伏する期間が結構長くあ

るということがヒロシマやナガサキの経験から

わかっています。５年とか 17年とかそういった

長い年月がかかります。 

 

 そして当局の皆さんは、福島の 18歳以下の子

供たち８万人の検査をしたと聞いております。

とくに甲状腺の超音波検査をしたということで

した。 

 

 そしてこの検査の中で 40％の子供に甲状腺

に何らかの異常が見つかったという結果が出て

いますが、このような数字というのは小児科の

見地からみますと、極めてほんとうにまったく

希な話であります。 

 

 子供たちの中には必ず今後、甲状腺のガンに

かかる子供が出てくると思われますが、すでに

12 歳の男の子で甲状腺ガンが見つかっていま

すし、今 16 歳の女児が検査を受けてガンの可能

性が極めて高いと言われて、更に検査をしてい

ると聞いております。 

 

 そしてチェルノブイリの場合は、このガンが

出はじめたのが５年ぐらい経ってからだったん

ですが、今現在日本でこれだけ症状と言えるも

のが出ているということは、この日本の子供た

ちは相当高い線量を受けたのではないかという

ことが言えると思います。おそらくチェルノブ

イリよりも高い線量の被曝を受けたと考えられ

ます。 

 

 医師としての私の立場からみると、日本の政

府というのは、日本の人たち、人間を守ること

よりも東京電力を守ることにがんばっているの

ではないかというふうに見えてしまいます。 

 

 そして高い線量の地域にいる、特に子供たち、

妊婦、それから子供を産むことができる若い女

性なり、子供を産める女性の方たち、こういっ

た方たちを移住させる、そこから避難させると

いうのは、極めて重要なことだと私は考えてい

まして、そこでその移住のための費用を国の政

府がきちんとまかなう、負担するということは

非常に重要なことだと私は思っています。 

 

 ですから実際、非常に弱い立場にある、こう

いったような子供や妊婦さんや若い女性、そう

いった人たちよりも、実際、「東京電力」を守る

ために予算を使うということをしているのが、

今の日本の政治だと思います。 

 

 そして、放射性元素というのは食物の中に蓄

積します。たとえばキノコ類、ほうれん草、お

米、お茶、それから魚。放射性物質というのは、

味はしません。匂いも全くしないし、目に見え

ることもありません。ですから福島からきた汚

染した食品を人が口にしているわけですが、残

念ながら日本には放射性を帯びた食品を食べる

ことに実質的に規制がないというところです。

そしてこういった魚とか食品とか放射性物質が

ある食品、たとえばセシウム 137 で汚染された

食品を食べていると、何年か経った時に悪性の

脳腫瘍とか筋肉腫とかその他のガンを発症する、

ガンになるという可能性が出てきます。 

 

 そして、例えば福島県では、放射能を帯びて

いる放射性物質が入っているような食事を子供

に与えるというようなことをしています。これ

は医療的な見地から見ると「非道徳的」と言わ

ざるを得ません。福島からの食品、とにかく毎
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週すべて検査をする必要があります。 

 

 そして検査の結果によっては販売をして口に

するということがあってはいけないと考えてお

ります。そして魚ですが、太平洋の魚には高い

放射性レベルが検知されています。これは放射

性元素が大量に海に投棄され放出されたからで

すが、この太平洋に放出されたこの放射性物質

の量というのは、人類の過去の史上最高の量で

す。 

 

 私は 400 人の一般市民の方を前に講演をさせ

ていただきましたが、そこで私が感じたのは、

そこに来られた一般市民の皆さんが、一体どう

したらいいのかということを必死で知りたいと

思っている、何が起きているかというのを必死

で知りたいと思っていらっしゃるお気持ちでし

た。福島の結果どんな影響が起きて、日本に今

なにが起きているのかということを、広く一般

の人に知らせる責任がメディアにはあると思い

ますが、今のところ全体的にみてその責任は果

たされていないように見えます。 

 

 そしてこの福島の事故、これはまだ終わって

はいません。まだ続いているわけです。そして

いま 40 年、時間をかけてきれいにするといって

いますけれども、科学的に見てきれいにすると

いうことはできません。これは科学的に言って

不可能です。 

 

 セシウム 137 は 300 年残ります。そして福島

はじめその周辺の汚染地域も汚染されたままで

す。食品の汚染も、そして人が汚染を受けたも

のも、300 年あるいはそれ以上の時間続くわけ

です。 

 

 そして国の政府は、どうも今回の大災害とい

うか大事故が、どれだけ長い時間がかかるもの

かという現実をよく理解されていないと思いま

す。 

 

 そしてこれから疫学的に見ても、白血病やガ

ンや先天性の形成異常とか、そういったものが

今後 70 年間にわたって次々出てくるであろう

ということを私は思います。そのことを実は原

子力産業も知っているのではないかと思います。

福島に今、ガンに対応するための非常に大きな

医療施設を作ろうとしていると聞いています。 

 

 そしてまた、福島の原子力発電所の処理をす

るために、極めて高い線量のところで作業して

おられる作業員の方々についても、公に記録が

人々に見える形で残されていない状態に今あり

ます。そして高線量のところで作業をする人た

ちの放射線による被害の状態というのは、きち

んと記録がなされ、それが公の情報として出さ

れていかなければいけないと思いますが、それ

が実際に可能になっていくかどうかは、このメ

ディアによっているところが非常に大きいと考

えています。 

 

 そしてもう一つ、最も重要な点なんですが、

日本の多くの人に知っていただきたいことは、

もし福島の地域でもう一度マグニチュード７以

上の、７を超えるような大きな地震があった場

合には、福島原発の４号機、この建物が崩壊す

る可能性があるということで、ここには使用済

み核燃料の冷却用のプールがありますが、これ

が崩壊しますと、チェルノブイリで起こった 10

倍の放射性物質がさらに放出されるということ

が予想されているという点です。 

 

 そしてもし、そのようなことが起きた場合、

日本という国の大半の部分が、もう終わってし

まうということです。それほどの大事であるに

もかかわらず、多くの人がその現実にはっきり

と気づいていないということだと思います。そ

して政治家の方はすでに、もし４号機に何かあ

って、そういった崩壊とかの事故があった場合

には、東京も今度は避難しなければいけなくな

るというようなことをわかって言っていらっし

ゃいますが、いったい 3,000 万人の人をどうや
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って避難させるんでしょうか？ 

 

 そして日本の政府も、それから東京電力も、

外国の企業からの助け、あるいはアメリカのＮ

ＲＣからの助けや海外の専門家からの支援を得

ることを認めていませんので、得ていない状態

にありますので、４号機の補強する、強化をし

て安全にするためにぜひ協力を仰ぐべきだと考

えます。今、日本だけ、東電だけで、いまこの

対処をするのに、クレーンを設置して中の使用

済み燃料を取り出すことができるようにするの

に２年かかるということを言っていますが、そ

の２年間、待っている間に何が起きてもおかし

くありません。 

 

 そして最後に申し上げたいことは、ガレキの

問題です。福島の地域から出た、放射能で汚染

された地域から出たガレキについて、これを他

の地域で焼却するということを聞いています。

焼却するということは、ダスト、灰が出るわけ

です。そのようなことをして、広めるというこ

とは、これは犯罪的なことであると思います。

私からは以上でございます。ありがとうござい

ました。（了） 


